
令和７年度 

静岡県教育研究会 英語教育研究部 第３回委員研修会 

日 時  令和８年２月 16 日(月)午前 10 時 10 分～午前 11 時 30 分 

会 場  静岡県教育会館  大会議室 

                                司会：事務局員 前川恭佑 

 

 １ 開会の言葉 
  

２ 部長講話 
 
  ３ 報告 
 （１）令和７年度 静教研事業のまとめ 
 （２）静教研在り方検討委員会からの提言 
 （３）令和８年度静教研事業について 

４ 議事 
 （１）令和７年度 研究部事業のまとめ（案） 

（２）令和７年度 決算報告及び会計報告 
（３）令和８年度 研究テーマ 
（４）令和８年度 事業計画（案） 
   ※第78回静岡県中学校英語弁論大会（案）・ 

令和９年度以降の事業縮小（案）を含む 
（３）令和８年度 研究大会の概要（案） 
   ※第76回全英連（静岡大会）の計画等を含む 
 
（４）令和８年度 研究部成果刊行物計画（案） 
（５）令和８年度 予算計画（案） 
（６）令和８年度 研究部役員 

     ※役員の引き継ぎや報告 
 ５ 連絡 

  ・令和８年度 第１回委員研修会の日程確認 

 ６ その他 

 ７ 閉会の言葉 

 ８ 東部・中部・西部地区連絡協議会 

 ９ 静東・静岡・静西地区連絡協議会 

 

副部長：山脇直美 校長 

 

部 長：佐藤一朗 校長 

 

 

事務局：井浪貴斗 

事務局：井浪貴斗 

事務局：井浪貴斗 

 

事務局：井浪貴斗 

会計主任：酒井真由美 

部 長：佐藤一朗 校長 

事務局：井浪貴斗 

事務局：前川恭佑 

 

研 究 発 表 部 長：望月香織  校長 
部 長：佐藤一朗 校長 
事務局：篠宮広樹 

編集主任：松塚早希 

会計主任：酒井真由美 

事務局：井浪貴斗 

 

事務局：井浪貴斗 

 

 

 

副部長：大川美紀 校長 

 

※協議会終了後、資料を２部事務局へご提出ください。 
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静岡県教育研究会研究部規程 
 
 
（名 称） 
第 １ 条   研究部は、静岡県教育研究会○○研究部と称する。 
（事務局） 
第 ２ 条  研究部の事務局は、〇〇〇〇に置く。 
（目 的） 
第 ３ 条  研究部は、静岡県教育研究会会則第３条に則り、小中学校教育に関する調査研究を行い、その成果の普

及を図り、本県学校教育の向上に資する。 
（事  業） 
第 ４ 条  研究部は、前条の目的を達成するために、次の事業を行う。 

１  教育に関する研究並びに調査   
２  研究大会、研修会、講習会の開催 
３  研究成果の刊行 
４  目的を同じくする各種の教育関係機関、教育関係団体との連携   
５  その他、目的を達成するための必要な事項   

（構 成） 
第 ５ 条  研究部は、静岡県教育研究会会則第５条の規程による静岡県教育研究会会員で、この研究部に参加を希

望する者によって構成する。 
（機  関） 
第 ６ 条   １ 研究部に次の機関を置く。 

委員研修会 
２ 研究部は、必要に応じて次の機関を置くことができる。 

幹事会、研究推進委員会、研究大会実行委員会 
（委員研修会） 
第 ７ 条   １ 委員研修会は、各地域から２名ずつ選出された委員によって構成する。ただし、必要に応じて会員

から選出された役員を加えることができる。 
２ 委員研修会は、予算及び決算、事業計画及び事業報告、並びに研究部代表者会及び幹事会から付議 
された重要事項について、審議決定または承認する。 

 (幹事会) 
第 ８ 条   １ 幹事会は、部の運営上必要な事項を審議処理する。 

２  幹事は、部員から選出し、委員研修会に諮って決める。 
（研究推進委員会） 
第 ９ 条   １  研究推進委員会は、研究の推進に寄与する。 

２  研究推進委員は、部員から選出し、委員研修会に諮って決める。 
（研究大会実行委員会） 
第 10 条  １ 研究大会実行委員会は、大会の企画及び運営に寄与する。 
      ２ 研究大会実行委員は、部員から選出し、委員研修会に諮って決める。 
（会 議） 
第 11 条  １  研究部の会議は、すべて過半数の出席で成立し、出席者の過半数の賛成をもって決める。ただし、

可否同数の場合は議長が決める。 
２  研究部は、委任状を承認する。 

（役  員） 
第 12 条  研究部に、次の役員を置く。 

部長1名、副部長若干名、事務長1名、会計主任1名、編集主任1名、会計監査員3名。 
（部長、副部長） 
第 13 条  １ 部長及び副部長は、委員研修会で選出する。 

２  部長は、研究部を代表し、部の仕事を総括する。 
３  部長は、会議を招集し、議事の進行を行う。 
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４  副部長は、部長を補佐し、部長事故あるときはその職務を代行する。 
（事務長、会計主任、編集主任） 
第 14 条  １ 事務長は、研究部全般の連絡調整及び企画運営の事務を取り扱う。 

２ 事務長は、細則第１２条による帳簿を備え、管理する。 
３ 会計主任は、研究部の会計を取り扱う。 
４ 編集主任は、成果刊行物の編集業務を取り扱う。 

（会計監査） 
第 15 条  会計監査員は、委員研修会で選出し、研究部の会計を監査して委員研修会に報告する。 
（任  期） 
第 16 条  １ 研究部の役員及び委員の任期は、すべて１年とする。ただし再任を妨げない。 

２  補欠員の任期は、すべて前任者の残任期間とする。 
 (経 費 等) 
第 17 条  研究部の経費は、静岡県教育研究会から配分される部費をもって充てる。 
（会計年度） 
第 18 条  研究部の会計年度は、４月１日に始まり、３月３１日に終わる。 
（改 正） 
第 19 条  この規程の改正は、研究部代表者会において３分の２以上の同意を得なければならない。 
（付  則）                                                                                 
第 20 条  １  この規程は、昭和４１年１０月１２日から実施する。 

２  平成８年５月２４日一部改正（研究部委員会構成に但書き追加） 
３ 平成１６年６月１日一部改正（役員の構成及び事務長、会計主任の役割明記） 
４ 平成２０年６月５日一部改正（小中養護学校を小中特別支援学校に） 
５ 令和８年１月２９日一部改正（研究大会実行委員会を追加、編集主任の役割明記） 
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様式１ 

令和７年度  英語教育  研究部 事業報告書（案） 

 

静教研三大事業 

 
 
 
 
 

研

究

大

会 

 

 

 
 
 

開催方法 開催地区集合開催・リアルタイム配信・オンデマンド配信 

日    時 令和７年 ８月 ６日（ 水 ）   １０：００  ～  １１：５５ 

会    場  韮山文化センター 

参加者数 321(配信247、集合74) 分科会数 分科会なし 実践発表者数 実践発表なし 
 
 

内    容 

・全体会 
・講演会 
・分科会 
等の概要 

【静岡県教育研究会英語教育研究部夏季研究大会】 

◯研究主題 

「豊かなコミュニケーションを図る資質・能力の育成」～小中高の学びをつなぐ～ 
◯記念講演 演題 「小中高の学びをつなぐアセスメント・サイクルに向けて  

―AppreciationとAdaptation―」 

       講師 亘理 陽一 氏（中京大学 国際学部 教授） 

 

調

査

研

究

活

動 

 

事  業  名 実施内容 （実施日・会場・内容 等） 参加者・人数等 
・東部地区英語弁論大会 
・中部地区英語弁論大会 
・西部地区英語弁論大会 
 
・第77回静岡県中学校 
英語弁論大会 

９月18日（水）沼津教育会館 
９月17日（火）志太教育会館 
９月18日（水）あいホール 
 
10月３日（金）静岡県男女共同参画センター 

あざれあ 
東中西の３地区より各６名、計 18 名の代表生徒が

参加をし、参集型で行った。上位３名が高円宮杯全

国中学校英語弁論大会に出場した。 

19名 
25名 
22名 
 
18名 

研

究

成

果

刊

行 

刊 行 物 名 内    容 刊行部数・頒布先・方法

等 
・英語部だより 
 
 
 
・英語弁論大会原稿集 

・夏季研究大会 
・活動報告 
・県外研究大会報告 等 
 
・県大会出場生徒の原稿 
・県大会の結果 

・静教研HPに 
 掲載 
 
 
・静教研HPに 
 掲載 

本年度の成果と課題 

◯夏季研究大会をライブ配信・オンデマンド配信・参集型の３つの形態をとったことで、多くの教員が参加で

き、地区発表を通して研修を深めることができた。大会運営上も、ハイブリッド型にしたことで、働き方改

革につながった。また、教員の旅費の観点でも、開催方法には好評価であった。 
○英語弁論大会の全国大会では、静岡県代表生徒３名のうち、２名が決勝大会に進み、さらに１名が全国４位

になる大活躍であった。県大会の運営では、昨年度行っていたオンラインによる事前打ち合わせをなくした

が、事前に詳細の資料を配布したことで、当日の運営はスムーズに行えた。 
◯刊行物により、本年度の成果を会員と共有することができた。また、データ化して静教研HPに掲載するこ

とで、予算軽減や働き方改革につながった。 
▲配信では「音割れ」や「音量」などの、ICTに必ず出てくる問題が見られた。また、肖像権や著作権の問題

で、資料の精査に時間がかかり、配布がぎりぎりになってしまった。 
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令和７年度 静岡県教育研究会英語教育研究部 活動報告 

事務局 井浪 貴斗（掛川市立桜が丘中学校） 

期日（曜） 活動内容 

５/８（木） 【第１回委員研修会】 

 静岡県男女共同参画センター会議室で開催。本年度の新役員を承認し、前年

度の活動報告後、本年度の事業計画及び予算審議を行い、前年度研究テーマの

継続と年間活動計画を決定した。 

８/６（水） 【静岡県教育研究会英語教育研究部夏季研究大会】 

◯研究主題 

「豊かなコミュニケーションを図る資質・能力の育成」～小中高の学びをつなぐ～ 
◯記念講演 演題 「小中高の学びをつなぐアセスメント・サイクルに向けて  

―Appreciation と Adaptation―」 

       講師 亘理 陽一 氏（中京大学 国際学部 教授） 

10/３（金） 【第 77 回静岡県中学校英語弁論大会】 

 各地区から選ばれた 18 名によるスピーチコンテストを静岡県男女共同参画

センター（あざれあ）で開催した。タカハシ アンナ ベアトリスさん（清水町

立清水中学校）、柳瀬うるるさん（静岡市立大里中学校）、小楠麻梨音さん（浜

松市立南部中学校）の３名が、高円宮杯全国大会の決勝予選大会に進出した。 

10/20（月） 【第２回委員研修会】 

 静岡県教育会館大会議室にて開催。夏季研究大会の反省、県英語弁論大会の

成果と課題、令和８年度全英連静岡大会計画案等についての話し合いが行われ

た。 

11/14（金） 

   15（土） 

【第 75 回全国英語教育研究大会（和歌山大会）】 

 「学びの WAをつなく英語教育 ― 新しい時代を主体的に生き抜く Lifelong 

Learners の育成を目指して」を大会テーマとして開催した。１日目は、大阪教

育大学の加賀田哲也教授の基調講演と、小学校、中学校、高等学校の授業実演

発表が行われた。２日目は、校種別に 26の分科会発表が開催された。 

２/16（月） 【第３回委員研修会】 

 静岡県教育会館大会議室にて開催。本年度の事業及び決算報告、令和８年度

の研究テーマ、事業計画、予算案、令和８年度の全英連静岡大会についての準

備検討が行われた。 

３月 【英語部だより】発行 
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収入の部

予　算　額 決　算　額 増減 備　考

640,000 640,000 0

353 353

640,000 640,353 353

支出の部

予　算　額 決　算　額 増減 備　考

　１　謝金 70,000 80,000 10,000 講師

講師　　     円

役員　　     円

　３　借料・損料 214,000 198,000 -16,000 会場

　４　資料費 0 0 0

　５　通信運搬費 2,000 660 -1,340

　６　賃金 0 0 0

　７　需用費 10,000 2,550 -7,450

　　　小　　　計 330,000 309,654 -20,346

　１　謝金 0 0 0 講師

講師　        円

役員

　３　借料・損料 0 0 0 会場

　４　資料費 0 64,200 64,200

　５　通信運搬費 0 0 0

　６　賃金 0 0 0

　７　需用費 0 0 0

　　　小　　　計 50,000 225,606 175,606

　１　旅費 0 0 0

　２　借料・損料 0 0 0

　３　資料費 95,000 0 -95,000

　４　通信運搬費 15,000 0 -15,000

　５　賃金 0 0 0

　６　需用費 0 0 0

　　　小　　　計 110,000 0 -110,000

0

490,000 535,260 45,260

 F　研究部内の会議費等 150,000 38,752 -111,248

 G　　　　総　　　計 640,000 574,012 -65,988

残金の 66,341 円は、静教研事務局へ返納しました。

 E　A+B+C

Ｃ
　
研
究
成
果
刊
行
費

111,406

28,444 -5,556

 D　研究用図書購入費

161,40650,000
Ｂ
　
調
査
研
究
費

　２　旅費

様式２

　令和７年度   （　英語　）　研究部　　決算書　（案）

科　　　目

Ａ
　
研
究
大
会
費

　２　旅費

科　　　目

研　究　部　費

雑　収　入

計

34,000
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予算額（円） 決算額（円） 積　算　内　容

80,000 70,000 講　師     10,000  円×　７人　=　70,000　

0 7,147                1,021　円×　７人　=　7,147

24,000 14,632 審査員　（西３名、中３名、東３名、県４名）　計13名

0 16,180 高円宮杯全日本中学校英語弁論大会　引率旅費

　３　借料・損料 150,000 144,440 会場借料　（打合せ、当日会場、駐車場含む）

　４　資料費 0 0 資料費

　５　通信運搬費 20,000 11,749 郵送料(トロフィー返還5,770円）、振込手数料等

　６　賃金 0 0

　７　需用費 145,000 107,683 消耗品等（賞状、トロフィー、マスキングテープ等）

計 419,000 371,831

419,000 371,831総　　　計

様式３

令和７年度　　　　英語　　　　研究部　調査研究活動費　決算書

調査研究活動名　（静岡県中学生英語弁論大会）　

科　　　目

調
　
査
　
研
　
究
　
活
　
動
　
費

　１　謝金

　２　旅費

- 33 -



3(3) 

令和８年度 静教研英語部 研究テーマについて 

 

英語部事務局 

１ 本研究部の研究テーマの変遷 

2011 年度～2013 年度 「実践に役立つコミュニケーション能力の育成」 

2014 年度 「実践に役立つコミュニケーション能力の育成～小・中・

高のつながりを意識しながら～」 

2015 年度～2016 年度 「小中高へと繋がるコミュニケーション能力の育成」 

2017 年度～2020 年度 「新学習指導要領への移行をふまえた小中学校外国語教育

の指導と小中高の接続のあり方」 

2021 年度～2024 年度 「豊かなコミュニケーションを図る資質・能力の育成 

～小・中・高の接続を意識して～」 

2025 年度～ 「豊かなコミュニケーションを図る資質・能力の育成 

～小・中・高の学びをつなぐ～」 

 

２ 令和８年度の研究テーマ 

豊かなコミュニケーションを図る資質・能力の育成 

～小・中・高の学びをつなぐ～ 
 

３ テーマについての説明 

  令和７年度より、研究テーマを「豊かなコミュニケーションを図る資質・能力の

育成～小・中・高の学びをつなぐ～」として研究実践を行っている。 

  特に、令和８年度に開催予定の第 76 回全英連静岡大会を控え、前年度までの「～

小・中・高の接続を意識して～」から「～小・中・高の学びをつなぐ～」へと一歩

踏み込んだテーマを設定したことで、授業改善の動機づけが一層持ち上がることを

期待している。 

  ３校種間の学びをつなぐためにも､小･中･高の連続性のある 10 年間の学びにお

いて､「目的や場面・状況などに応じたやり取り」から育てるコミュニケーション能

力の育成を図り、全英連静岡大会においては、取り扱い内容の系統性や指導の継続

性を踏まえた静岡県の英語教育の｢文化｣を発信していきたい。 

  また、令和７,８年度の研究部方針は、｢学びを拓く｣であり、まさに今、小･中･

高、10 年間のつながりを意識して、英語教育が担う役割を日々「耕し（拓き）」な

がら確立していく姿勢が求められている。全英連静岡大会に向けて、自分たちの授

業観や授業力を「耕し（拓き）」続け、不易を意識しながらも、新たな静岡県の「英

語教育の文化」を構築してきたい。全国学力学習状況調査の分析を受け、即興性に

焦点を当てた取り組みや、生成 AI の活用など、新たなフィールドを耕しながら静

岡県が進める英語教育の文化を３校種間でつないでいく。研究が加速し、山場を迎

えつつある現状に鑑みて、令和８年度も本研究テーマを継続していく。 

  なお、静教研の基本テーマである「ときめき かかわり 未来へつなぐ」の視点

からも、英語教育に求められる役割を考えたい。英語を通して、豊かに｢人・もの・

こと｣とかかわり、コミュニケーションを図ることの魅力を実感し、ときめきをも

って未来を切り拓こうとする動機づけと必要な資質・能力を育てていくことが、私

たち英語教員に求められていることをここで共有しておきたい。 
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様式５ 

令和８年度  英語教育  研究部 事業計画書（案） 

 

静教研三大事業 

 
 
 
 
 

研

究

大

会 

 

 
 
 

開催方法 集合開催 

日    時 令和８年11月20日（金）     時  分  ～   時    分 

     11月21日（土）    ９時30分 ～ 12時50分 

会    場 静岡県コンベンションアーツセンター・グランシップ 

〒422-8019 静岡市駿河区東静岡2丁目3番1号 

参加者数  分科会数 26 実践発表者数 13 

 
内    容 

・全体会 
・講演会 
・分科会 
等の概要 

【１日目】 記念講演  
講師 細田眞由美氏（うらわ美術館館長、兵庫教育大学客員教授、 

東京大学公共政策大学院講師、前さいたま市教育長） 
      焦点授業担当地区学校３校（小学校：富士宮市、中学校：静岡市A、高校） 
 
【２日目】 残りの11地区が、２地区ずつペアを組んで午前中の分科会で発表をする。 

 
 
調

査

研

究

活

動 

 

事  業  名 実施内容 （実施日・会場・内容 等） 参加者・人数等 
・東海北陸公立学校英語

教育研究会名古屋大会 
・東部・中部・西部地区

英語弁論大会 
・第 78 回静岡県中学校

英語弁論大会 
・全国英語教育研究大会

静岡大会 

８月上旬。各県の活動報告等 
 
９月中旬。 
各会場。市町村代表生徒による自作のスピーチ 
10月  ３日（金）静岡県男女共同参画センター 

あざれあ 
11月20日（金）グランシップ 

21日（土）グランシップ 

２名（部長・事務局

長） 
各大会約 20名～25
名 
地区代表18名 
 
部長・事務局・役

員・発表者等 

 

研

究

成

果

刊

行 

刊行物名 内    容 刊行部数・頒布先・方法等 
・英語部だより 
 
 
・英語弁論原稿集 

・夏季研究大会（各地区発表） 
・活動報告 
・県外研究大会報告 等 
・県大会出場生徒の原稿 
・各地区大会報告 

静教研HPに掲載 
 
 
静教研HPに掲載 

研究部内の会議（研究部委員研修会）等 

予定日時 会場・方法 事業計画の概要 参加予定人数 
５月８日(金) 
 
10月19日(月) 
 
２月16日(月) 

静岡県男女共同参画

センターあざれあ 
静岡県教育会館 
 
静岡県教育会館 

第１回英語教育研究部委員研修会 
 
第２回英語教育研究部委員研修会 
 
第３回英語教育研究部委員研修会 

40名 
 
40名 
 
40名 
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令和８年度 英語教育研究部 年間活動計画（案） 

 

日にち 内容 

５月８日(金) 第 1 回英語教育研究部委員研修会（あざれあ） 

６月上旬 研究部・地域代表評議員研修会 兼 研究部代表者研修会① 

（部長・事務局長） 

 夏季研究大会事前研修会 

（部長・事務局長・夏季大会実行委員長・夏季大会事務局長） 

８月上旬 静岡県教育研究会英語教育研究部夏季大会 

※秋に行われる全英連静岡大会がこれを兼ねるため実施しない 

８月上旬 第 50 回東海北陸公立学校英語教育研究会名古屋大会 

（部長・事務局長） 

９月下旬 研究部代表者研修会② 

（部長・事務局長） 

10 月２日(金) 

 

予備 10 月９日(金) 

第 78 回静岡県中学校英語弁論大会 

 会場：静岡県男女共同参画センター（あざれあ） 

予備：同上 

10 月 19 日(月) 第２回英語教育研究部委員研修会（県教育会館） 

11 月下旬 高円宮杯第 78 回全日本中学校英語弁論大会決勝予選大会 

決勝大会   会場：よみうりホール（東京・有楽町） 

 

11 月 20 日(金) 

11 月 21 日(土) 

第 76 回全国教育研究大会（全英連静岡大会） 

（部長・事務局長・役員・ボランティア） 

会場：グランシップ 

１月下旬 研究部代表者研修会② 

（部長・事務局長） 

２月 16 日(月) 第３回英語教育研究部委員研修会（県教育会館） 
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3(6)-3 

静教研英語部夏季研究大会に係る検討事項 

令 和 ８ 年 ２ 月 １ ６ 日 
英 語 部 事 務 局 

１ 令和３年２月 18 日「決定事項」より 
（１）現ローテーションは令和７年度の湖西地区発表をもって終了する。 

 （２）令和７年度の残り２枠から、新ローテーションによる発表を開始する。 
 （３）上記（１）（２）を基本的な考えとしつつ、令和７（湖西含む）～９年度の発表数については、 

令和３年度の委員研修会で協議する。 
 （４）令和８年度全英連静岡大会の発表数等は未だ確定しておらず、（３）については協議に至ってい 

ない。 
 
２ 令和４年度第３回委員研修会での決定事項 
 （１）今後、全英連静岡大会の実施と成功に向けて準備を加速させていくことになる。例年に倣えば、 

小中高合わせて（近隣県を含む）25 本程度の発表となる。 
（２）令和８年度全英連静岡大会の前後１年間の夏季研究大会では、基調講演や分科会を中心に実施す 

る（地区による研究発表を行わない）。 
 （３）令和７年度に予定していた湖西地区（旧ローテーションの最後）は、令和８年度の全英連で発表 

することとし、全英連では新ローテーションによって必要な本数の発表を行う。 
 （４）令和 10 年度以降、全英連から使用する新ローテーションの続きから発表を行うが、全英連での 
    発表本数が分かり次第、下表にあてはめ、準備していく。 
 

 R3   R4   R5  
沼津 
〇 

富士 
富士宮 

志太 
 

磐周 
〇 

榛原 
 

東豆 
 

小笠 
○ 

三島 静岡 

 
 R6   R7   R8  

賀茂 
〇 

富士 
富士宮 

志太 
 

× 
三・田 

× × 
全英連静岡大会 

湖西＋新ローテ※ 

 
R9（夏季開催：磐・湖） R10（夏季開催：駿・沼） R11（夏季開催：小・榛） 

× × 
磐周 
〇 

駿東 
〇 

静岡 A 田・東・賀 志太 
○ 

富士・
富士宮 

三・沼 

↑新ローテ 
R12（夏季開催：賀・東） R13（夏季開催：志太） R14（夏季開催：富士） 
静岡 B 

○ 
榛・小 磐・湖  

○ 
     

〇は研究冊子の執筆担当を表す。    
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第 78 回静岡県中学校英語弁論大会実施要項 

１ 目 的 本大会は、英語教育の一環として中学生の英語話し方能力の向上を図り、

将来国際社会の一員として国際理解・親善に寄与することを目的とする。 

２ 主 催 静岡県教育研究会英語教育研究部 

３ 後 援 読売新聞社 

４ 大会詳細  

(1) 日 時 令和８年 10 月２日(金) 12：20～16：20（受付 11：40～12：00） 

予備日： 10 月９日(金) 同時刻 

※自然災害や病気感染等の不測の事態により開催が危ぶまれる場合は、

当日朝６時の時点で部長・副部長が協議し、開催可否や方法について

決定し、開催しない場合は７時までに静教研ホームページに掲載する。

出場校の担当教諭は同ホームページを確認し、出場者及びその保護者

に連絡をする。ホームページには以下の QR コードからもアクセス可。 

 

 

 

       https://skyken2.sakura.ne.jp/index.php 

(2) 会 場 静岡県男女共同参画センターあざれあ大ホール（６階） 

静岡市駿河区馬渕一丁目 17 番１号 TEL 054-255-8440 

予備日会場：同上 

(3) 参加資格 ア）高円宮杯全国大会に準ずる 

イ）県東部・中部・西部の各地区大会で選ばれた、それぞれ６名の代表

生徒計 18 名  

※ただし、１校１名を基本とする。出場生徒は指定された順番通りに

弁論をし、順番の変更は認めない。また、出場予定生徒が参加でき

なくなっても、別の生徒を繰り上げて参加させることは認めない。 

ウ）私立学校および特別支援学校については、各地区大会参加にあたり、

準会員になっていることを確認する。各地区大会前の予選等はこの

限りでないが、予選等が静教研主催となっている場合や、東部・中

部・西部の各地区大会に参加する場合は、参加申込手続きと負担金

の納入が必要となる。 

    静岡県教育研究協会準会員規定に基づき、負担

金を納入し、準会員に登録することで、県内の公立小・中学校以

外の児童・生徒が、同会が関与する調査研究活動に参加すること

ができる。 

(4) 発表内容 ア）自作で議論は自由。ただし、発表時に歌を歌うこと、原稿をステー

ジに持ち込むことを禁ずる。原則として、地区大会で用いた原稿か

ら変更しない。 

イ）制限時間５分以内（時間超過は全国大会に準じ減点とする） 

ウ）視覚に訴える道具や拡声器の使用、過度演出・演技を禁止する。 

(5) 審査 ア）審査委員 日本人２名、県教育委員会高校教育課 ALT１名の計３名 
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          （県総合教育センターALT１名がコメントシートの記入・

助言を行う。） 

イ）審査方法 ３部門（内容・英語力・表現）で審査。特に内容を重視。

(内容 20 点、英語力 15 点、表現 15 点の 50 点満点) 

  ※審査結果に対して、審査員に質問や抗議することを禁止する。 

(6) 表 彰 ア）入  賞 ３名・高円宮杯より賞状（読売新聞社静岡支局長贈呈） 

         ・研究部よりトロフィー（研究部長贈呈）※要返却 

         ・研究部よりトロフィーのレプリカ 

※入賞者３名を高円宮杯全日本中学生英語弁論大会 

の出場資格者とする。 

イ）特 別 賞 若干名・審査委員長として盾(審査委員長贈呈) 

ウ）参 加 賞 全 員・研究部より賞状(研究部長贈呈)  

(7) 

 

申込み ア）方  法 ・各地区幹事教諭は、県大会出場権を得た生徒について、

学校名・学年・性別・氏名・論題・緊急連絡先等を記載

した出場者名簿をメールで県事務局へ提出する。 

       ・出場者は、スピーチ原稿(A4 片面縦・Word 形式)をメー

ルで県事務局へ提出する。 

       ・出場者は、高円宮杯参加申込書(各地区へ事務局より送

付)を県大会当日、受付に提出する。 

※職印、写真添付を忘れない。 

イ）期  日 ９月 17 日（木）16:20 必着(大会終了後、速やかに提出。) 

ウ）申 込 先 〒439-0018 静岡県菊川市本所 670 

       菊川市立菊川東中学校 内 

     静岡県教育研究会英語教育研究部事務局 前川恭佑 宛 

        TEL：0537-35-2335 FAX：0537-35-2497 

  Email：kiku-higashi@kzc.biglobe.ne.jp 

５ 地区予選 各地区、９月 17 日(木)までに予選大会を実施する。各地区は要項を通知

する。 

６ その他 ア）発表中の写真およびビデオ撮影は、主催者（委託業者）のみとする。

当日の写真、DVD の購入を希望する場合は、事前に配布される様式に

より、当日申し込む。 

イ）スピーチ原稿は、A4 片面縦・Word 形式にて、次の要領で作成する。 

  ファイル名は「学校名_名前」とする。 
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My Dream 
（一行あける） 

Fuji Sakuya（Fujisan J.H.S.） 
（一行あける） 

  My dream is...  
One day... 
 

 

 

 

ウ）自然災害等により、予備日をもっても県大会を開催できなかった場

合は、各地区１名を選出し、合計３名に高円宮杯全日本中学生英語

弁論大会の出場資格を与える。 

エ）県大会出場者は、必ず、高円宮杯全日本中学生英語弁論大会の日程

を確認し、代表に選出された場合は出場できることを参加条件とす

る。 

※令和８年度の高円宮杯は__月__日(__)から__月__日(__)であり、
本県においては__月__日(__)に３年生を対象とした学力診断調査
を実施予定である。

 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

余白は左右 20mm 

上下は指定しない 

姓・名の順で記載する 

フォント：Times New Roman 
文字サイズ：タイトル 15 ポイント 

     本文 8～12 ポイント 

行  間：指定なし（１枚に収める） 

そ の 他：段落間の間隔をあけない 

    両端揃えで入力する 

 
原稿の最後に Thank you（ for listening ）.は書かない 
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静岡県中学校英語弁論大会詳細 

１ 参加資格 高円宮杯全日本中学校英語弁論大会に準ずる 

（１）日本の中学校に在籍する生徒で、学校長が推薦したもの 

（２）当該学校長は推薦の際、事実関係を確認の上、下記に抵触しないことを証するものとする。 

a. 満 5 歳の誕生日以後に通算 1年以上または継続して 6か月以上、英語圏(注)に居住した者 

b. 日本国内、海外を問わず、英語以外の教科に関し、実態として英語による教育を行っている 

学校(アメリカン・スクール、インターナショナル・スクール、または授業科目の半分以上を 

英語で行っている学校を含む)に 6か月以上在籍したことのある者 

c. 保護者または同居親族に、英語を母語とする者もしくは英語圏出身の者がいる場合 

d. 過去に本大会の中央大会にて 1位～3位に入賞した者 

（３）上記の条項に違反して出場した場合、失格とする。 

（４）なお、インターナショナル幼稚園・保育園は、参加資格の要件に抵触しない。 

（５）個別事案における参加資格の有無について、最終的な判断の権限は JNSA 基金に帰属する。 

注：本大会の参加資格における「英語圏」とは、英語を第一言語、公用語、公用語に準ずる言語

として使用する国・地域をいう。※以下参照（2021 年 10 月時点） 

アイルランド、アメリカ合衆国、アンティグア・バーブーダ、イスラエル国、インド、ウガン

ダ共和国、英国（グレートブリテン及び北アイルランド連合王国）、エチオピア連邦民主共和

国、オーストラリア連邦、ガイアナ共和国、ガーナ共和国、カナダ、カメルーン共和国、ガン

ビア共和国、キプロス共和国、キリバス共和国、クック諸島、グレナダ、ケニア共和国、サウ

ジアラビア王国、サモア独立国、ザンビア共和国、シエラレオネ共和国、ジャマイカ、シンガ

ポール共和国、ジンバブエ共和国、スーダン共和国、スリナム共和国、スリランカ民主社会主

義共和国、スワジランド王国、セーシェル共和国、セントクリストファー・ネーヴィス、セン

トビンセント及びグレナディーン諸島、セントルシア、ソマリア連邦共和国、ソロモン諸島、

タンザニア連合共和国、ツバル、ドミニカ国、トリニダード・トバゴ共和国、トンガ王国、ナ

イジェリア連邦共和国、ナウル共和国、ナミビア共和国、ニウエ、ニュージーランド、パキス

タン・イスラム共和国、バハマ国、パプアニューギニア独立国、パラオ共和国、バルバドス、

東ティモール民主共和国、フィジー共和国、フィリピン共和国、ブルネイ・ダルサラーム国、

ベリーズ、ボツワナ共和国、香港、マーシャル諸島共和国、マラウイ共和国、マルタ共和国、

マレーシア、ミクロネシア連邦、南アフリカ共和国、南スーダン共和国、モーリシャス共和国、

ヨルダン・ハシェミット王国、リベリア共和国、ルワンダ共和国、レソト王国、レバノン共和

国 

 

２ 制限時間 ５分（時間超過は減点となる） 

  ・計時はスピーカーの第一声、または第一動作から始まり、最後の一声で終了する。 

・第一動作とは、開始時の例は含めず、ジェスチャー等でスピーチの内容に関連する 

動きを指す。 

  ・スピーチの最後に Thank you.を言う、言わないにかかわらず、原稿で判断し、原稿 

の最後を言い終わった時点で終了とする。 

・時間超過のベルは鳴らさない。 
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エリア 地区 市 学校数 学校計
エリア
大会へ

県大会
へ

エリア 地区 市 学校数 学校計
県大会
６名

県大会
７名

県大会
８名

下田 1 下田 1
東伊豆 2 東伊豆 2
河津町 1 河津町 1
南伊豆 2 南伊豆 2
松崎町 1 松崎町 1
西伊豆 1 西伊豆 1
伊東 5 1 伊東 5
熱海 4 1 熱海 4
伊豆 1 伊豆 1
伊豆の国 3 伊豆の国 3
函南町 2 函南町 2

三島 三島 7 7 2 三島 三島 7
御殿場 6 御殿場 6
裾野 4 裾野 4
清水町 2 清水町 2
長泉町 2 長泉町 2
小山町 3 小山町 3

沼津 沼津 18 18 3 沼津 沼津 18
富士 富士 15 15 3 富士 富士 15
富士宮 富士宮 13 13 2 富士宮 富士宮 13
静岡 静岡 45 45 15 静岡 静岡 45 45 2 3 4

焼津 9 焼津 9
藤枝 10 藤枝 10
島田 7 島田 7
吉田 1 吉田 1
牧之原 3 牧之原 3
川根本町 2 川根本町 2
御前崎 2 御前崎 2
菊川 3 菊川 3
掛川 9 掛川 9
森町 2 森町 2
磐田 10 磐田 10
袋井 4 袋井 4

湖西 湖西 5 5 2 湖西 湖西 5
浜松 浜松 49 49 15 浜松 浜松 49 49 4 4 5

2

32

1

1

3

2

2

3

1

1

2

2

2

2 2

1

1

3

3

17

13

35

28

20

21

2

3
西部大会
70校

磐周

2
中部大会
91校

志太 26

榛原

小笠

東豆

田方

駿東

磐周
5

6

7

2

2

17

26

1
東部大会
93校

賀茂

3

2
中部大会
91校

西部大会
70校

6

14

16

小笠

榛原
6

田方

駿東

賀茂 1

2

4

東豆

8

9

6
1

東部大会
93校

6

志太
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第７６回全国英語教育研究団体連合会総会・第７６回全国英語教育研究大会(全英連静岡大会) 

 

1 開催関係団体 

(1) 主  催 : 全国英語教育研究団体連合会 

(2) 後援(予定) : 文部科学省、静岡県、静岡県教育委員会、静岡市、静岡市教育委員会 

(3) 大 会 運 営 : 全英連静岡大会実行委員会 

(静岡県高等学校英語教育研究会、静岡県教育研究会英語研究部) 

   

2 目 的 「夢を広げる英語教育～未来を拓くグローバル人材の Agency 育成」 

本大会では、「OECD ラーニング・コンパス」の中心的な概念である「Agency(エージェンシー)」に

焦点を当てます。Agency は、「変化を起こすために、自ら目標を設定し、振り返り、責任をもって行動

する能力」と定義されています。未来を担う子どもたちが、この力を、変化の時代を生き抜くための「羅

針盤」として育んでいけるよう、私たちはどのような環境や機会を提供できるのか―その可能性をｘ、英

語教育の視点から共に考えてまいります。 

 

3 期 日 2026(令和 8)年 11 月 20 日(金)・21 日(土) 

 

4 会 場 静岡コンベンションアーツセンター グランシップ 

 

5 日 程 

第 1 日 11 月 20 日(金) 

 (1) 総会 

(2) 記念講演 講師 細田 眞由美 氏 

うらわ美術館館長、兵庫教育大学客員教授、東京大学公共政策大学院講師、前さいたま市教育長 

(3) 実践発表 

(4) 懇親会  会場 アーセンティア迎賓館 静岡(予定) 静岡駅南口より徒歩 8 分 

 

第 2 日 11 月 21 日(土) 

(1) 分科会 第１部 

(2) 分科会 第２部 

(3) エクスカーション(午後) 希望による 

 

6 全国理事会 

(1) 2026(令和 8)年 11 月 19 日(木)14:30～16:30 

(2) 静岡コンベンションアーツセンター グランシップ内 910 会議室(予定) 
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参考資料 第 76 回全英連静岡大会 確認事項 0216 

 

1 運営スタッフの募集について 

 (1) 運営スタッフの業務を公務として取り扱うため、11 月 21 日㈯の業務は４時間分の振り替え対

象となります。 

 (2) スタッフは公募と推薦から決定します。 

 (3) 運営スタッフは参加費を免除します。 

 

2 研究発表について 

(1) １日目 

 ア. 発表は動画形式とします。 

イ. ２会場・２校種同時上映とします。 

 構成案（大ホールの発表の順番は今後決定します。） 

  大ホール 中ホール 

実践発表Ⅰ 小学校 中学校 

実践発表Ⅱ 高校 中学校 

ウ. 実践発表の時間はストップモーションや指導助言を含めて 70 分間とします。 

 

 (2) ２日目 

 ア. １３地区の発表者、指導助言講師（別紙参照） 

イ. 分科会は１部 90 分間とし、２部行う。 

  構成案: 導入（自己紹介・学校紹介）5 分 

発 表  55 分 

質疑応答 10 分 

指導助言 20 分 

 ウ. 分科会配置スタッフ 

  会場責任者（発表者地区より選出）、司会、記録者（計５名×26 会場）を配置します。 

 

３ 会計について 

(1) 令和７年度決算について 

静教研決算 

・収入の部 

科 目 予 算 額 決 算 額 増 減 備 考 

全国大会補助金 ２８０，０００ ２８０，０００ ０  

雑収入  ３８ ３８  

計 ２８０，０００ ２８０，０３８ ３８  
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・支出の部 

科 目 予 算 額 決 算 額 増 減 備 考 

謝 金 １９５，０００ １９５，０００ ０  

旅 費 ８５，０００ ５５，２２８ ―２９，７７２  

振込手数料 ０ １，９８０ １９８０  

計 ２８０，０００ ２５２，２０８ －２７，７９２  

残金：２７，８３０ 

全英連決算 

・収入の部 

科 目 予 算 額 決 算 額 増 減 備 考 

大会準備金 １５０，０００ １５０，０００ ０  

計 １５０，０００ １５０，０００ ０  

・支出の部 

科 目 予 算 額 決 算 額 増 減 備 考 

旅 費 １５０，０００ ３９，０２０ －１１０，９８０  

口座開設手数料 ０ ５５０   

計 １５０，０００ ３９，５７０ －１１０，４３０  

残金：１１０，４３０ 

 

(2) 令和８年度予算について（静教研＋全英連の合算） 

・収入の部 

科  目 来年度予算額 備  考 

静教研分担金 ４２０，０００ 静教研から 

静教研全国大会補助金 １４７，８３０ 昨年度の残金２７，８３０＋今年度１２０，０００ 

大会準備金 １１０，４３０ 昨年度の残金（全英連から） 

合  計 ６７８，２６０  

・支出の部 

科  目 本年度予算額 備  考 

謝 金 ３９０，０００ １人当たり１５，０００×１３地区（各地区２回まで） 

講師への交通費など ２３７，１３６ 昨年度実績に基づき概算（２回派遣分） 

雑 費 ５１，１２４  

合  計 ６７８，２６０  

発表本番に向けて、来年度も計画的な研修会の実施をよろしくお願いします。 
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全英連静岡大会2026 小・中学校研究発表に向けて 【2026.２.16時点明朝は加筆部分】

本 番 令和８年11月20日（金）焦点授業発表 小学校(富士宮市)、中学校（静岡市）
※中学校(静岡市)は75分程度の発表を２回行う

令和８年11月21日（土）第１部（９:30～11:00）７地区発表
（時間は予定） 第２部（11:20～12:50）６地区発表

事前研Ⅲ 令和８年８月 日（ ）13地区別研修会(静教研夏季研修会の代替研修)
◆会 場 13地区で決定（地区の状況によって、オンライン可）
◆参加者 研究発表者 全英連研究発表部員、静教研役員(左記を最低限の参加者として実施）
◆内 容 研究発表内容（冊子用原稿・提示用パワポ・紀要用原稿）について、協議

※冊子用原稿は、夏頃提出予定 ※紀要用原稿は１か月前頃提出

事前研Ⅱ 令和８年２月16日（月）オンライン会議 13：30開始 第３回静教研委員研修会後半の時間
◆オンライン参加者 研究発表者、全英連研究発表部員 ◆参集参加者（県会館） 静教研地区代表
◆講師 静岡大学 稲葉英彦准教授、大瀧綾乃講師
◆内容 ２グループに分かれて、発表（１人15分） 講師指導助言30分 ◆事前課題あり（冊子用原稿・パワポ資料）

事前研Ⅰ 令和７年８月６日（水）参集（韮山中）静教研夏季研究大会の午後
◆参加者 発表者・全英連研究発表部員・静教研地区代表（発表地区）のうち参加可能な者

◆内容 顔合わせ、連絡先交換、研究内容の共有 ◆助言講師 亘理 陽一教授（中京大学）
◆その他 当日不参加者が複数の場合、後日不参加者でオンライン実施（予定）

〇各地区（市町）の代表として発表 特に、焦点授業（小：富士宮、中：静岡）は地区でのバックアップを
〇現行の学習指導要領に則った発表内容となるよう、授業実践と協議の往還を
〇指導助言者との連携（オンラインの活用・対面は１回分予算（謝金1.5万円+旅費実費）あり）
〇発表では、プレゼン資料（パワポ等）を活用 〇参加者への配布資料の吟味

事前研Ⅲ、８月または、
令和8年10月までに
各地区で指導助言講師
を招聘し、研究のまと
めを行う

実施済み

本日
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2026/1/20

前半 研究発表者 指導助言講師

校種  学校名（地区） 発表者 研究テーマ（仮） 指導助言講師

小学校
磐田市立竜洋西小学校

（磐周）
牧野　翔真 「会話の即興性を高めるための指導」

静岡大総合C
稲葉　英彦

准教授
山脇直美 袋井市立三川小学校 松下孝行 磐田市立豊田中学校 牧野　里江子 磐田市立西小学校　

義務教
育学校

川根本町立光の森学園義務教
育学校（前期課程）

（榛原）
八木　悠 主体的に英語を聞いたり話したりする児童・

生徒の育成～小・中の学びをつなぐ～

静岡大総合C
稲葉　英彦

准教授
横井嘉治 吉田町立吉田中学校 杉本実季 吉田町立吉田中学校 笠原　真智子 島田市立川根小学校

三島市立錦田中学校
（三島）

山田　隼也
「コミュニケーション能力の育成」

に関する内容　　（検討中）

神奈川大
久保野雅史

教授
宇津木智如 三島市立東小学校 原  美聡 三島市立錦田中学校 藤池　ゆかり 沼津市立大平中学校

長泉町立北中学校
(駿東)

杉山　大介 関わり方を意識し、
豊かなコミュニケーションを図る生徒の育成

関西大
山野 有紀

教授
小林浩之 長泉町立北中学校 横山由香 長泉町立北中学校 伊藤　賢一　 御殿場市立富士岡中学校

富士市立元吉原中学校
（富士）

稲垣　研人
「帯活動を支えとした

生徒にゆだねる授業の提案
～「書くこと」を中心とした実践～

至学館大
山田　誠志

教授
（金子哲也） （富士宮市立北山中学校）稲葉広将 富士市立岳陽中学校 望月　香織 富士市立吉原第三中学校

静岡市立竜爪中学校
（静岡Ａ）焦点授業

松本　匡翼 「目的・場面・状況に応じた課題設定の工夫
～生徒の主体的な発信を促す言語活動～」

静岡大
河村　道彦

教授
黒瀬純孝 静岡市立豊田中学校 石丸友梨香 静岡市立南中学校

森　いずみ
荒木　智美

静岡市立安倍川中学校
静岡市立美和中学校

湖西市立新居中学校
（湖西）

鈴木　宏昌
コミュニケーション力の向上を目指した

リーディング活動の実践

静岡大
大瀧　綾乃

講師
木戸脇佳代 湖西市立知波田小学校 鈴木宏昌 湖西市立新居中学校 笠原　真智子 島田市立川根小学校

後半 研究発表者 指導助言講師

校種  学校名（地区） 発表者 研究テーマ（仮） 指導助言講師

富士宮市立大富士小学校
富士宮市立上野小学校

（富士宮）焦点授業

赤堀　幸一
椎原　美貴
渡邉　里穂

こどもが主体的に外国語学習に取り組み、
相手を意識して自分の考えや気持ちを伝え合う

授業づくり

京都橘大
中野　聡

教授
金子哲也 富士宮市立北山中学校 （稲葉広将） （富士市立岳陽中学校）植松　宗一郎　 富士宮市立富丘小学校

静岡市立宮竹小学校
（静岡Ｂ）

浅田　晃一  「児童が主体的に活動に取り組むために
～各領域における有効な手立てとは～」

静岡大
河村　道彦

教授
黒瀬純孝 静岡市立豊田中学校 石丸友梨香 静岡市立南中学校

笠井　真理
増田　宏

静岡市立城内中学校
静岡市立清水入江小学校

伊東市立対島中学校
（賀茂・田方・東豆）

川村　　遼
話すこと『やりとり』における、思考力・判断
力・表現力を育成するための中間指導・中間評価
に関する実践と研究

東京家政大
太田　洋

教授

石井暁彦（教頭）

福井孝子
山本吉則

下田市立白浜小学校
伊豆の国市立大仁北小学校
熱海市立泉中学校

米山寛人
松村夏実
加藤亜紀奈

松崎町立松崎小学校
伊豆の国市立長岡中学校
伊東市立南中学校

木村　誠 伊東市立対島中学校

沼津市立第一中学校
（沼津）

北川　諒
沼津市統一パフォーマンステストを軸に

した言語活動の工夫

静岡大
大瀧　綾乃

講師
大川美紀 沼津市立門池中学校 北川　諒 沼津市立第一中学校 藤池　ゆかり 沼津市立大平中学校

焼津市立焼津中学校
（志太）

藤根　聖太
子どもの主体性の育成を目指して

～自分たちで創る授業を通して～（仮）

関西外語大
直山　木綿子

教授
飯塚稔文 藤枝市立高洲中学校 石神美希 藤枝市立高洲中学校 飯塚  稔文 藤枝市立高洲中学校

掛川市立菊川東中学校
（小笠） 前川　恭佑

自分の思いや考えを主体的に英語で
表現できる生徒の育成

常葉大
新妻　明子

教授
染葉美智子 掛川市立城北小学校 前川恭佑 菊川市立菊川東中学校 大谷　加奈子 掛川市立西中学校

※塗りつぶしのセルは、担当者を決定したい　or　担当者を選出したい　　　　　　※会場責任者は、各地区から選出したい
※前半後半は入れ替え可

広報記録部から各地区から選出

小学校

会場責任者 記録

広報記録部から各地区から選出

中学校

発表運営責任者 質疑マイク担当者 司会進行 記録会場責任者

静教研地区代表（校長） 静教研地区代表(教諭) 全英連研究発表部員

全英連静岡大会２０２６　２日目分科会　前後半グループ分け　と　役割分担　（案）

中学校

静教研地区代表（校長） 静教研地区代表(教諭) 全英連研究発表部員

発表運営責任者 質疑マイク担当者 司会進行
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時
間

項目 内容

●非常口の確認

●配付資料の確認（データの置き場所、二次元コード）

●この後の時間設定について（研究発表５５分、質疑応答１０分、指導助言２０
分で運営していきます。御協力を）

2 役員紹介
●進行が「学校名とフルネーム」紹介
研究発表者、指導助言講師、運営責任者、質疑マイク係、記録係、会場責任者、
進行

●60分を超えない

●指導助言者と相談し、２人のやりとりで進めてもよい。その場合75分。

●係がマイクを持っていく

●所属校・お名前を話してから質問を

●質問者に記録のため、質疑後に用紙を渡すので、質問・学校名・名前を記入し
て退室の際、係に提出

●発表に対しての質疑であって、研究発表者への批判的な内容について御遠慮願
う発表者は２年前から準備を進めてきた

●質問をまずまとめて聞き、その後、研究発表者が回答するカタチ

●10分を超えないように

●進行が改めて講師を紹介（大学名とお名前のみ）してお願いする

閉会 忘れ物のないように退室ください。

指導助言20

分科会　進行イメージ

3

55

10 質疑応答

研究発表

注意事項

- 49 -



- 50 -



- 51 -



- 52 -



- 53 -



- 54 -



- 55 -



- 56 -



- 57 -



- 58 -



- 59 -



- 60 -



- 61 -



- 62 -



- 63 -



- 64 -



- 65 -



- 66 -



- 67 -



- 68 -



- 69 -



- 70 -



- 71 -



- 72 -



- 73 -



- 74 -



- 75 -



- 76 -



- 77 -



- 78 -



- 79 -



様式９ 

令和８年度  研究部成果刊行物計画 
 

研究部名 （   英語    ） 研究部 
 

タイトル 英語部だより 

内 容 

 

（目次） 

  

〇表紙 

 〇目次 

 〇はじめに（部長より） 

 〇第 76 回全国教育研究大会（全英連静岡大会）まとめ 

 〇活動報告書 

 〇第 78 回静岡県中学校英語弁論大会結果 

 〇高円宮杯第 78 回全日本中学英語弁論大会出場者及び指導者の 

感想 

 〇令和８年度静岡県教育研究会英語教育研究部役員一覧 

 〇令和８年度静岡県教育研究会英語教育研究部地域代表者一覧 

 

  

                    

 

 

 

ページ数（  18  ）おおよその目安で結構です 

事務局への 

提出予定 

 

 〇提出責任者  氏 名（    松塚 早希    ） 

 

         学校名（御前崎市牧之原市学校組合立御前崎中学校） 

 

 

 〇提出方法   ＰＤＦファイル  ・   印刷物   

 

 〇提出予定   １２月末 ・ １月末 ・ ２月末 

 

                 ※いずれかに〇をつけてください。 

備 考 
 今年度は全英連静岡大会があるため、静教研夏季大会は実施しませ

ん。そのため、例年と内容が異なっております。 

昨年度に引き続き、印刷物ではなくデジタル版のみとします。 

※提出方法については、ＰＤＦの場合は、静教研事務局へメールにて、印刷物の場合は、静教研事

務局へ郵送または持参で、綴じ込みはしないようにお願いします。 - 80 -



静教研刊行物について 

令和 ８年 ２月１６日 

                                                          編集主任 松塚 早希 

 

静教研刊行物「英語部だより」「研究冊子」「静教研だより」について 

 

（１） 「英語部だより」については、夏季研究発表を見開き１ページ（A４版２ページ）

にまとめたものを大会発表者である３地区それぞれの代表者に執筆を依頼する。 

ただし、令和７年度は各地区の発表がないため、事務局が執筆を担当する。 

→夏季大会担当地区に依頼。 

 

（２）「研究冊子『ときめき かかわり 未来へつなぐ』」については、夏季研究発表の

発表者のうち、下記ローテーションで○が付いている地区の発表者に執筆を依頼

する。（令和７年度は事務局） 

発表順は、夏季研究発表のローテーションに準じ、以下の通りとする。 

英語部だよりと同じく、令和７年度は事務局が執筆を担当する。 

→夏季大会担当地区に依頼。 

 

（３） 

 

 

Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ 

賀茂 富士 

富士宮 

志太 事務局 事務局 湖西   

◯   〇   

〇は研究冊子の執筆担当を表す。 

 

※提出までの手順は以下の通りとする 

担当：①執筆者 ②地区英語研究部責任者 ③地区 担当校長 ④地区編集委員 ⑤編集主任 

 

(1)  初稿・第２稿・(第３稿)： ①  ←→  ②  ←→  ③ 

(2) 推敲後             :  ①  ←→  ②  ←→  ④  ←→ ⑤ 

(3)  最終稿             ： ①  → ②  → ③  → ②  → ①  → ④  → ⑤ 

 

（４）令和７年度のローテーション                                       ※敬称略 

英語部だより 

夏季研究大会での地区発表者による原稿

執筆（毎年） 

静教研研究冊子 

「ときめき・かかわり・未来へつなぐ」 

（毎年） 

事務局（小笠地区）： 

R8 全英連静岡大会の各地区のテーマ、 

成果・課題の報告 

事務局（小笠地区）： 

R8 全英連静岡大会に向けて小笠地区で

研究してきたこと 

12 月上旬締め切り                 ９月上旬締め切り 

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

沼津 富士 

富士宮 

志太 磐周 榛原 東豆 小笠 三島 静岡 

◯   ◯   ◯   

- 81 -



予　算　額 積　算　内　容

　１　謝金 0 講　師     　　　円× 1 人　

講　師      　　 円× 1 人　　

役員旅費　　  　　　円

会場借料　　　　　　 　 円

配信業者損料 　         円

　４　資料費 0

　５　通信運搬費 0 郵送料・振込手数料

　６　賃金 0

　７　需用費 0 消耗品・通帳(大会)手数料等

　　　小　　　計 0

　１　謝金 282,000 講　師 15,000 円×13人=195,000 　予備87,000

講　師 10,000 円×13人=130,000

東海北陸名古屋大会（2名分）40,000

　３　借料・損料 0 会場借料

　４　資料費 20,000 東海北陸名古屋大会（2名分）

　５　通信運搬費 8,000 振込手数料

　６　賃金 0

　７　需用費 0 消耗品等

　　　小　　　計 480,000

編集委員             円×　人

役員等

　２　借料・損料 0 会場借料

　３　資料費 0

　４　通信運搬費 0

　５　賃金 0

　６　需用費 0 消耗品等

　　　小　　　計 0

480,000

 F　研究部内の会議費等 40,000 委員研修会費・通帳(研究部)手数料等

 G　　　　総　　　計 520,000

170,000

0

Ｂ
　
調
査
研
究
費

　２　旅費

　３　借料・損料 0

様式６

　令和８年度   （　英語　）研究部　予算書　（案）

科　　　目

Ａ
　
研
究
大
会
費

　２　旅費

Ｃ
　
研
究
成
果
刊
行
費

　１　旅費

 D　研究用図書購入費

 E　A+B+C

0

※R８年度 夏季大会は開催されない

※R８年度 英語部だよりは

データ化の予定
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予　算　額 積　算　内　容

80,000 講　師      10,000　　円×　　８人　=　　80,000

26,000 講　師         　2,000  円×　　　13　人　=　　26,000

20,000 高円宮杯全日本中学校英語弁論大会　引率旅費

　３　借料・損料 170,000 会場借料　（打合せ、当日会場、駐車場含む）

　４　資料費 0

　５　通信運搬費 20,000 郵送料など

　６　賃金 0

　７　需用費 130,000 消耗品等（賞状、トロフィー、マスキングテープ等）

　　　　　計 446,000

446,000総　　　計

様式７

令和７年度　　　　英語　　　研究部　調査研究活動費　申請書（案）

調査研究活動名　（　静岡県中学生英語弁論大会　）　

科　　　目

調
　
査
　
研
　
究
　
活
　
動
　
費

　１　謝金

　２　旅費
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学校住所 電話番号

メールアドレス 個人/学校 ファックス

藤枝市弥左衛門500 054-635-2440

it.sato@teacher.fujieda.ed.jp 個人 054-635-2852

沼津市岡一色657-1 055-923-3900

t362794@nmz.ed.jp 個人 055-923-3963

静岡市駿河区豊田一丁目３番１号 054-285-8201

toyoda-jp@shizuoka.ednet.jp 学校 054-288-7635

袋井市友永38番地 0538-48-6197

mitsukawa-s@orange.ocn.ne.jp 学校 0538-48-6199

掛川市富部716 0537-22-6278

office@sakuragaoka.ed.kakegawa-net.jp 学校 0537-22-6279

菊川市本所670 0537-35-2335

kiku-higashi@kzc.biglobe.ne.jp 学校 0537-35-2497

富士市比奈2126番地 0545-34-0868

t00403098@fujicity.ed.jp 個人 0545-34-0869

静岡市立美和小学校 054-296-0700

miwa-ep@shizuoka.ednet.jp 学校 054-296-1845

湖西市大知波1144 053-578-0034

chibatae@city.kosai-szo.ed.jp 053-578-3343

駿東郡長泉町納米里333-3 055-987-1820

kita-chu-2@po4.across.or.jp 学校 055-987-1821

静岡市清水区和田島303 054-395-2321

ryougouchi-ej1@shizuoka.ednet.jp 学校 054-395-2322

湖西市新居町中之郷1181番地 053-594-0004

araijh@city.kosai-szo.ed.jp 学校 053-594-6984

校長

教諭

牧之原市新庄800－1 0548-58-0223

onchu@city.omaezaki.shizuoka.jp 学校 0548-58-0313

伊東市玖須美元和田７２９－１ 0557-37-2637

imjh@carrot.ocn.ne.jp 学校 0557-37-2842

静岡市清水区和田島303 054-395-2321

ryougouchi-ej1@shizuoka.ednet.jp 学校 054-395-2322

榛原郡吉田町住吉230 0548-32-0200

yoshicyu@ck.tnc.ne.jp 学校 0548-32-0790

菊川市本所2200 0537-35-3147

kiku-rokugo@ktb.biglobe.ne.jp 学校 0537-35-3148

御前崎市下朝比奈753 0537-86-3364

kita@ed.city.omaezaki.shizuoka.jp 学校 0537-86-6789

伊豆の国市長岡1407-1 055-948-0238

nagaoka-chu@izunokuni.ed.jp 学校 055-948-5654

沼津市丸子町692-1 055-962-1551

t541902@nmz.ed.jp 個人 055-962-1541

静岡市葵区平野1850ｰ66 054-293-2004

ohkouchi-ejo@shizuoka.ednet.jp 学校 054-293-2108

磐田市加茂243 0538-32-4637

toyoda-j@city-iwata.ed.jp 学校 0538-32-8392

駿東郡長泉町納米里333-3 055-987-1820

kita-chu-2@po4.across.or.jp 学校 055-987-1821

静岡市立美和小学校 054-296-0700

miwa-ep@shizuoka.ednet.jp 学校 054-296-1845

榛原郡吉田町住吉230 0548-32-0200

yoshicyu-kocho@ck.tnc.ne.jp 学校 0548-32-0790

三島市東町10-1 055-975-0110

higashisyo@city-mishima.ed.jp 学校 055-976-4194

三島市谷田１５０５ 055-975-1093

nishikidachu@city-mishima.ed.jp 学校 055-976-4341

藤枝市弥左衛門500 054-635-2440

oosu-jh@fujieda-ed.jp 学校 054-635-2852

沼津市立門池中学校

黒瀬純孝 静岡市立豊田中学校 422-8027

湖西市立知波田小学校

437-0004山脇直美 袋井市立三川小学校

421-2306渡邉諭史 静岡市立大河内小中学校

研究部長の兼任

事務局長の兼任

410-0806

414-0045

439-0018

410-2211

437-1605

424-0403

中部

417-0847

中部

西部 ※

東部

431-0403木戸脇佳代

小針嘉幸

421-2112服部紀子 静岡市立美和小学校

横山由香 長泉町立北中学校 411-0933

教諭

※

静岡市立両河内小中学校 424-0403

評議員

事務局

局長

教諭

井浪貴斗 掛川市立桜が丘中学校 436-0224

局員 ※ 前川恭佑 菊川市立菊川東中学校 439-0018

幹事

東部

校長

望月香織 富士市立吉原第三中学校

西部 ※ 鈴木宏昌 湖西市立新居中学校 431-0301

令和７年度　静岡県教育研究会英語教育研究部　役員　一覧

役職 職名 氏名 勤務校 〒

副部長

静東

校長

※

静西 ※

部長 校長 佐藤一朗 藤枝市立大洲中学校 426-0052

静岡市 ※

410-0012大川美紀

編集委員

主任

教諭

松塚早希 学校組合立御前崎中学校 421-0533

静西 ※

静岡市 小針嘉幸 静岡市立両河内小中学校

421-0301杉本実季 吉田町立吉田中学校

会計

主任

教諭

酒井真由美

静東 ※ 加藤亜紀奈 伊東市立南中学校

菊川市立六郷小学校

東部 ※

弁論 竹山優子 御前崎市立浜岡北小学校

中部

北川　諒 沼津市立第一中学校

夏季 ※ 松村夏実 伊豆の国市立長岡中学校

服部紀子

411-0933小林浩之 長泉町立北中学校

静岡市立美和小学校

西部 ※ 磐田市立豊田中学校 438-0804松下孝行

夏季大会
実行委員長

校長 ※ 宇津木智如 三島市立東小学校

会計監査委員

411-0852

 夏季大会事務局長 教諭 ※

静岡市

原  美聡 三島市立錦田中学校 411-0801

静東

校長

※

421-0301横井嘉治 吉田町立吉田中学校静西 ※

421-2112

全英連事務局 教諭 篠宮　広樹 藤枝市立大洲中学校 426-0052
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学校住所 電話番号

メールアドレス 個人/学校 ファックス

校長

教諭

研究部長の兼任

事務局長の兼任

中部

中部

西部

東部

教諭

評議員

事務局

局長

教諭

局員

幹事

東部

校長

西部

令和8年度　静岡県教育研究会英語教育研究部　役員　一覧

役職 職名 氏名 勤務校 〒

副部長

静東

校長

静西

部長 校長

静岡市

編集委員

主任

教諭

静西

静岡市

会計

主任

教諭

静東

東部

弁論

中部

夏季

西部

夏季大会
実行委員長

校長

会計監査委員

 夏季大会事務局長 教諭

静岡市

静東

校長

静西

全英連事務局 教諭
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学校住所 電話番号

職名 メールアドレス 個人/学校 ファックス

下田市白浜1324-1 0558-22-0860

shirahama-s@shimoda-edu.net 学校 0558-22-0862

賀茂郡松崎町宮内332 0558-42-0049

matsusho@po3.across.or.jp 学校 0558-42-0166

伊豆の国市守木312 0558-76-3610

ookita-sk@izunokuni.ed.jp 個人 0558-76-4753

伊豆の国市長岡1407-1 055-948-0238

nagaoka-chu@izunokuni.ed.jp 学校 055-948-5654

熱海市泉２８０ 0557-63-2811

izumi-pr@i-younet.ne.jp 学校 0557-62-6870

伊東市玖須美元和田７２９－１ 0557-37-2637

imjh@carrot.ocn.ne.jp 学校 0557-37-2842

三島市東町10-1 学校 055-975-0110

higashisyo@city-mishima.ed.jp 学校 055-976-4194

三島市谷田１５０５ 055-975-1093

nishikidachu@city-mishima.ed.jp 学校 055-976-4341

駿東郡長泉町納米里333-3 055-987-1820

kita-chu-2@po4.across.or.jp 学校 055-987-1821

駿東郡長泉町納米里333-3 055-987-1820

kita-chu-2@po4.across.or.jp 学校 055-987-1821

沼津市岡一色657-1 055-923-3900

t362794@nmz.ed.jp 個人 055-923-3963

沼津市丸子町692-1 055-962-1551

t541902@nmz.ed.jp 個人 055-962-1541

富士宮市北山1092 0544-58-1026

jh-kt.p001@fujinomiya-shizuoka.ed.jp 個人 0544-58-6790

富士市伝法６３０ 0545-71-7955

jc-gakuyou@div.city.fuji.shizuoka.jp 0545-71-7919

静岡市駿河区豊田一丁目３番１号 054-285-8201

toyoda-jp@shizuoka.ednet.jp 学校 054-288-7635

静岡市駿河区宮竹2丁目11-1 (054)237-4900

minami-jo@shizuoka.ednet.jp 学校 (054)237-2519

藤枝市与左衛門33番地の１ 054-635-0781

ts.iizuka@fujieda.ed.jp 個人 054-635-0797

藤枝市与左衛門33-1 学校 054-635-0781

takasu-jh@fujieda-ed.jp 学校 054-635-0797

榛原郡吉田町住吉230 0548-32-0200

yoshicyu-kocho@ck.tnc.ne.jp 学校 0548-32-0790

榛原郡吉田町住吉230 学校 0548-32-0200

yoshicyu@ck.tnc.ne.jp 学校 0548-32-0790

掛川市水垂178 0537-22-3357

office@johoku.ed.kakegawa-net.jp 学校 0537-22-3361 

菊川市本所670 0537-35-2335

kiku-higashi@kzc.biglobe.ne.jp 学校 0537-35-2497

袋井市友永38番地 0538-48-6197

mitsukawa-s@orange.ocn.ne.jp 学校 0538-48-6199

磐田市加茂243 0538-32-4637

toyoda-j@city-iwata.ed.jp 学校 0538-32-8392

湖西市大知波1144 053-578-0034

chibatae@city.kosai-szo.ed.jp 053-578-3343

湖西市新居町中之郷1181 (053)594-0004

suzuki-h00044@city.kosai-szo.ed.jp 個人 (053)594-6984

※…役員兼務地区代表

 

422-8027

422-8035

410-0806

417-0061

418-0012

410-0012

413-0001山本吉則 熱海市立泉中学校

414-0045加藤亜紀奈 伊東市立南中学校

411-0852宇津木智如 三島市立東小学校

黒瀬純孝 静岡市立豊田中学校

3(1)-2

中
部

東
部

静
東

静
西

湖西

磐周

小笠

榛原

8

9

10

11

12

13

志太

静岡

松村夏実 伊豆の国市立長岡中学校 410-2211※

校長

校長

令和７年度　静岡県教育研究会英語教育研究部　地域代表者　一覧

静
岡
市

西
部

長泉町立北中学校

大川美紀 沼津市立門池中学校

教諭

2

3

4

6

7

田方

東豆

三島

沼津

富士

5 駿東

〒

1

勤務校№ 地域
代表者

教頭

教諭

賀茂

氏名

415-0012

410-3612

石井暁彦 下田市立白浜小学校

米山寛人 松崎町立松崎小学校

教諭

教諭 ※

410-2317福井孝子 伊豆の国市立大仁北小学校

教諭 横山由香 長泉町立北中学校 411-0933

※

※

教諭

※校長

校長

※

小林浩之 411-0933

411-0801原  美聡 三島市立錦田中学校

教諭 石丸友梨香 静岡市立南中学校

※校長

稲葉広将 富士市立岳陽中学校

教諭

※

※

校長

校長

北川　諒 沼津市立第一中学校

金子哲也 富士宮市立北山中学校

※

校長 木戸脇佳代 湖西市立知波田小学校 431-0403※

教諭 431-0301鈴木宏昌 湖西市立新居中学校

教諭 松下孝行 磐田市立豊田中学校 438-0804

※

※

校長

前川恭佑 菊川市立菊川東中学校 439-0018※

校長 染葉美智子 掛川市立城北小学校 436-0061

教諭

山脇直美 袋井市立三川小学校 437-0004

教諭 426-0047石神美希 藤枝市立高洲中学校

校長

教諭

※

※

校長

421-0301杉本実季 吉田町立吉田中学校

421-0301横井嘉治 吉田町立吉田中学校

飯塚稔文 藤枝市立高洲中学校 426-0047
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学校住所 電話番号

職名 メールアドレス 個人/学校 ファックス

※…役員兼務地区代表

 

勤務校№ 地域
代表者

賀茂

氏名

令和8年度　静岡県教育研究会英語教育研究部　地域代表者　一覧

静
岡
市

西
部

2

3

4

6

7

田方

東豆

三島

沼津

富士

5 駿東

〒

1

3(1)-2

中
部

東
部

静
東

静
西

湖西

磐周

小笠

榛原

8

9

10

11

12

13

志太

静岡
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令和７年２月25日
静教研 英語教育研究部 役員・地域代表者 様

英 語 教 育 研 究 部
事務局  植田 麻衣

【入力欄】
郵便番号  上：学校住所(県名不要)  上：電話番号

(半角)  下：メールアドレス 個人/学校  下：ファックス

【役職を兼務される方は、こちらも選択してください】

【通信欄】

coming soon

 下表①より順に選択・記入してください。

事 務 局 長 井 浪 貴 斗
（ 掛 川 市 立 桜 が 丘 中 学 校 ）
TEL ： 0537 － 22 － 6278
Email ： office@sakuragaoka.ed.kakegawa-net.jp

※英数字はすべて半角でご入力ください。

選択① ⮕選択② ⮕選択③

3/31まではこちらへ➡

4/1からはこちらへ➡

令和8年度 静岡県教育研究会英語教育研究部 組織づくりについて（依頼）

 新年度の役員・地域代表者名簿を作成いたします。新役員が決定次第、各ご担当で引継ぎを行っていただきますとともに、速やかに下表にてお知らせく
ださい（第１回委員研修会依頼文書もお渡しください）。また、引き続き役員を担っていただける方についても、改めてご提出をお願いいたします。

提出締切：４月10日(金)

勤務校氏名⮕選択③⮕選択②選択① 職名

- 88 -



静 教 研 英 語 部 第 1 号  

令 和 ８ 年 ３ 月 ３ １ 日  

関係所属長 様 

静岡県教育研究会  会長   北川和彦 

同 英 語 教 育 研 究 部  部 長  佐 藤 一 朗  

 

 

令和８年度第１回英語教育研究部委員研修会の開催について（通知） 

 

 

 このことについて、下記のとおり開催いたします。ついては、貴職または関係教職員の

派遣についてご配意願います。 

 

記 

 

１ 日 時 令和８年５月８日(金)  

    午後１時 15 分～午後１時 50 分 役員会（役員） 

    午後２時 00 分～午後３時 50 分 全体研修会（役員及び地区代表者） 

    午後４時 00 分～午後４時 30 分 地区別研修会（同上） 

 

２ 会 場 男女共同参画センターあざれあ 第３会議室 

      ・静岡市駿河区馬渕 1丁目 17-1 TEL 054-255-8440 

 

３ 参加者 令和８年度英語教育研究部役員・地域代表者 

 

４ 内 容 （１）部長講話 

    （２）報告及び協議 ・今年度の教育研究活動について 

    （３）その他 

 

５ その他 ・当日欠席の場合は、下記連絡先まで連絡願います。電話・メールどちらで

も構いません。 

        

 
 

 

静岡県教育研究会英語教育研究部 

事 務 局 長  井 浪 貴 斗 

（掛川市立桜が丘中学校） 

Ｔ Ｅ Ｌ ： ０ ５ ３ ７ － ２ ２ － ６ ２ ７ ８ 

 Email: office@sakuragaoka.ed.kakegawa-net.jp 
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